
午
前
中
に
お
こ
な
っ
た
意
思
統

一
集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
岩
橋
祐
治
全
労
連
副
議
長
が
あ

い
さ
つ
し
「
公
立
公
的
病
院
は
地

域
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
、
そ
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
厚
生
労
働
省
は
3
月
を

め
ど
に
具
体
化
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
た

た
か
い
に
勝
つ
た
め

に
は
、
ど
れ
だ
け
共

同
を
広
げ
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
」
と
さ

ら
な
る
運
動
の
強
化

を
呼
び
か
け
ま
し

た
。各

地
域
か
ら
の
運

動
交
流
で
は
、「
県
知

事
や
対
象
病
院
長
と

懇
談
・
要
請
し
、
病

院
存
続
の
必
要
性
を

共
有
で
き
た
。
県
議

会
で
も
意
見
書
採
択

さ
れ
た
」（
岩
手
）。

「
秋
の
自
治
体
訪
問

で
懇
談
が
深
ま
り
、

自
治
労
な
ど
こ
れ
ま

で
に
な
い
組
織
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
共

同
が
広
が
る
中
で
4

2
4
問
題
集
会
を
開

催
し
た
」
（
鳥
取
）
。
「
医
師
の

引
上
げ
が
始
ま
る
風
評
被
害
も
で

て
い
る
。
地
域
調
査
に
基
づ
き
地

域
医
療
拡
充
の
取
組
を
強
め
た

い
」
（
三
重
）
。
「
対
象
病
院
10

の
内
、
4
つ
が
千
葉
市
に
集
中
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
住
民
要

求
を
具
体
化
し
、
市
や
県
に
存
続

を
求
め
て
い
る
」（
千
葉
）
。
「
室

戸
岬
周
辺
は
1
時
間
か
け
な
い
と

病
院
が
無
い
。
医
療
過
疎
地
を
こ

れ
以
上
増
や
し
て
は
い
け
な
い
」

（
高
知
）
。
「
10
月
か
ら
一
早
く

署
名
・
宣
伝
・
学
習
な
ど
を
実
施
。

公
立
病
院
は
公
衆
衛
生
の
観
点
か

ら
も
大
切
。
地
域
医
療
の
あ
り
方

に
つ
い
て
政
策
・
研
究
が
必
要
。

全
国
の
取
組
の
情
報
共
有
も
必

要
」
（
京
都
）
。
「
厚
労
省
は
対

象
病
院
以
外
も
含
め
て
議
論
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
民
間
も
含
め
た

地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要

注
意
が
必
要
。
感

染
症
対
応
で
は
公

立
病
院
の
役
割
が

重
要
。
医
療
従
事

者
の
体
制
確
保
も

含
め
て
地
域
医
療

を
考
え
る
べ
き
」

（
愛
知
）
な
ど
、

全
国
各
地
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
立
民
・
国
民
・

共
産
・
無
所
属
の
国
会
議
員
・
秘

書
の
28
人
が
参
加
し
、
国
会
内
で

の
「
撤
回
」
を
求
め
る
追
及
や
、

地
元
の
病
院
存
続
運
動
へ
の
連
帯

と
共
同
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
3
万
5
2
7
5

筆
の
署
名
を
厚
労
省
へ
提
出
（
事

前
提
出
を
含
め
る
と
3
万
8
1
6

5
筆
）
。
厚
労
省
要
請
で
は
、
各

地
の
地
域
の
実
情
も
具
体
的
に
伝

え
な
が
ら
、
「
対
象
病
院
リ
ス
ト

撤
回
」
を
訴
え
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
集
会
の
行
動
提
起

に
基
づ
き
、
全
国
各
地
で
共
同
行

動
を
推
進
し
、
住
民
要
求
を
掘
り

起
こ
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
充

実
、
と
り
わ
け
公
立
・
公
的
病
院

の
充
実
を
求
め
る
運
動
を
広
げ
て

い
く
事
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

全
労
連
・
中
央
社
保
協
・
日
本
医
労
連
な
ど
で
つ
く
る
「
共
同
行

動
」
は
２
月
２６
日
、
参
議
院
議
員
会
館
内
で
「
公
立
公
的
病
院
再
編

統
合
阻
止
意
思
統
一
集
会
」
を
開
催
し
、
厚
労
省
へ
の
署
名
提
出
と

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
１
３
７
人
が
参
加
。
国
会
議
員

・
秘
書
２８
人
が
駆
け
付
け
、
運
動
へ
の
連
帯
を
表
明
し
ま
し
た
。

自
治
体
病
院
部
会
は
、
2
月
22

日
〜
23
日
、
京
都
市
内
で
「
自
治

体
・
公
立
病
院
労
組
全
国
交
流
集

会
」
を
開
催
し
、
12
県
19
組
合
32

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
五
十
嵐
久
美
子
自
治
体

部
会
・
部
会
長
が
挨
拶
に
た
ち
、

自
治
体
・
公
立
病
院
を
め
ぐ
る
緊

迫
し
た
情
勢
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。続
く
記
念
講
演
で
は
、佛
教
大

学
社
会
福
祉
学
部
の
横
山
壽
一
教

授
が「
公
立
・
公
的
4
2
4
病
院
へ

の
『
再
検
証
』問
題
」
と
題
し
、
国

が
進
め
る
地
域
医
療
へ
の
対
応
、

地
域
医
療
を
守
る
課
題
に
つ
い

て
、
概
要
や
問
題
点
を
解
説
し
ま

し
た
。

特
別
報
告
で
は
、
「
公
立
・
公

的
4
2
4
病
院
再
編
統
合
を
め
ぐ

る
京
都
の
取
り
組
み
」
を
京
都
医

労
連
・
塩
見
正
書
記
次
長
が
、「
公

立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
は
許

さ
な
い
！
地
域
住
民
と
と
も
に
、

岩
手
県
の
取
り
組
み
」
を
岩
手
医

労
連
・
和
田
誠
執
行
委
員
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
東
京

医
労
連
・
鶴
淵
弘
之
執

行
委
員
が
現
場
か
ら
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

2
日
目
の
分
散
会
討

論
で
は
、
①
地
域
医
療

を
守
る
取
り
組
み
、
②

賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
、
③
会
計
年
度
任
用

職
員
の
課
題
と
対
応
に

つ
い
て
、
意
見
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

↑談話全文は
こちらから

欧
州
の
優
れ
た

社
会
制
度
や
法
律

等
を
盗
み
、
自
国

に
持
ち
帰
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
マ
イ
ケ
ル
・

ム
ー
ア
の
世
界
侵

略
の
ス
ス
メ
」
を
観
て
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
観
ま
し
た
か

？
▼
有
給
が
年
8
週
間
（
イ
タ
リ

ア
）
、
シ
ェ
フ
に
よ
る
フ
レ
ン
チ

コ
ー
ス
の
学
校
給
食
（
フ
ラ
ン

ス
）
、
留
学
生
含
め
た
大
学
の
学

費
無
償
化
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）
、
全

地
域
同
水
準
の
教
育
が
受
け
ら
れ

宿
題
も
統
一
テ
ス
ト
も
や
ら
ず
に

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力
（
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
）
、
女
性
活
躍
を
推

進
し
国
を
発
展
さ
せ
た
（
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
）
な
ど
、
日
本
が
い
か
に

遅
れ
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
映
画
で
し
た
。
特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
は
ド
イ
ツ
で
す
。
学
校
で

幼
い
頃
か
ら
過
去
の
先
人
が
起
こ

し
た
戦
争
の
過
ち
に
つ
い
て
、
惨

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
何
度

も
学
ぶ
点
で
し
た
。
日
本
の
教
育

や
労
働
に
関
す
る
考
え
方
は
国
民

レ
ベ
ル
で
根
本
的
に
見
直
す
べ
き

だ
と
実
感
し
ま
し
た
▼
沖
縄
の
辺

野
古
米
軍
基
地
を
巡
り
何
度
も
県

民
投
票
で
反
対
の
民
意
が
出
て
い

ま
す
。
現
地
の
声
を
踏
み
に
じ
る

政
府
の
建
設
強
行
は
安
部
政
権
の

体
質
そ
の
も
の
で
す
。
一
方
で
、

国
の
舵
を
取
る
国
会
議
員
を
決
め

る
の
は
私
た
ち
で
す
▼
欧
州
の
よ

う
に
人
を
大
切
に
す
る
社
会
の
実

現
、
暮
ら
し
て
い
く
上
で
の
幸
福

追
求
、
女
性
が
よ
り
社
会
進
出
で

き
る
た
め
の
労
働
時
間
規
制
、
安

心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
福
祉
の

充
実
。
こ
の
映
画
を
観
て
、
自
己

責
任
で
何
で
も
片
付
け
ら
れ
て
し

ま
う
今
の
日
本
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
抜
本
的
な
強
化
を
求
め
る
談
話

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
抜
本
的
な
強
化
を
求
め
る
談
話

対象病院リストの撤回求め
院内集会・厚労省要請

対象病院リストの撤撤回回求め
院内集会・厚労省要請

各
地
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
鳥
取
（
右
）

と
岩
手
（
左
）
の
参
加
者

公
立
公
的
病
院
の
必
要
性
語
り
、

署
名
３
万
５
２
７
５
筆
提
出

公
立
公
的
病
院
の
必
要
性
語
り
、

署
名
３
万
５
２
７
５
筆
提
出

自
治
体
・
公
立
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会
で
意
思
統
一

�
最
後
の
砦
�の
役
割
果
た
す
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ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
は
、
障
害
が

重
度
の
方
に
行
う
ケ
ア
や
、
福
祉
用
具
を

使
う
ケ
ア
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。
介
護
さ
れ
る
側
・
す
る
側
双
方
に

お
い
て
安
全
で
安
心
な
、
抱
え
上
げ
な
い

・
持
ち
上
げ
な
い
・
引
き
ず
ら
な
い
ケ
ア

を
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
と
呼
び
ま

す
。
安
全
で
安
心
な
看
護
・
介
護
を
提
供

す
る
に
は
、
身
体
の
間
違
っ
た
使
い
方
を

無
く
し
、
対
象
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
福

祉
用
具
を
有
効
に
活
用
し
取
り
組
む
こ
と

も
必
要
で
す
。

不
良
姿
勢
や
力
任
せ
の
時
間
を
優
先
す

る
ケ
ア
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

「
生
き
る
力
」を
奪
う
二
次
障
害
が
発
生
し

ま
す
。
介
護
者
に
お
い
て
は
、
腰
痛
を
発

生
さ
せ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
悪
さ
か
ら
人

材
確
保
が
困
難
と
な
り
、
結
果
ケ
ア
の
質

の
低
下
を
招
き
ま
す
。
「
腰
痛
と
し
て
予

防
対
策
指
針
」
で
は
、
「
人
力
で
の
抱
え

上
げ
は
、
原
則
行
わ
せ
な
い
。
リ
フ
ト
な

ど
福
祉
機
器
の
活
用
を
促
す
」
と
さ
れ
て

お
り
、
管
理
体
制
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

腰
痛
予
防
対
策
の
目
的
は
双
方
の
健
康

的
な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
体
制
づ
く
り
と
し
て

腰
痛
予
防
の
た
め
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
正
し
い

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
を
実

践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ノ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
腰
痛
発
生
の
減
少
や
利
用
者
の

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
上
昇
、
離
職
減
と
就
職
希
望
の

増
加
な
ど
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。地

域
住
民
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
医
療

や
福
祉
、
働
く
人
に
と
っ
て
安
全
・
安
心

の
現
場
づ
く
り
を
目
的
に
、
個
人
の
頑
張

り
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ア
か
ら
組
織
・
地
域

の
取
り
組
み
に
変
え
る
時
期
で
あ
る
こ
と

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
2
月
16
日
〜
17

日
、
滋
賀
県
大
津
市
お
ご
と
温
泉

に
て
「
2
0
2
0
年
介
護
要
求
実

現
！
全
国
学
習
交
流
集
会
」
を
行

い
、26
組
織
1
2
6
人
の
参
加
で
、

大
い
に
学
び
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
介
護
単
独
で
の
全
国
集
会
は

今
回
で
10
回
目
に
な
り
ま
す
。

労
働
者
を
守
る
ケ
ア

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア

今
回
の
集
会
で
は
、
よ
り
実
践

的
な
介
護
技
術
を
学
び
、
腰
痛
に

悩
ま
ず
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
を
考
え
る
為
に
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
一
般

社
団
法
人
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
ー
ト
フ

ル
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
理

事
で
あ
る
下
元
佳
子
氏
（
理
学
療

法
士
）
か
ら
記
念
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
福
祉
用
具
を

導
入
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
下
元
氏
は
「
重
心

移
動
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
身
体

へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
「
万

が
一
無
理
な
体
制
で
介
助
を
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
は
、
不

要
姿
勢
は
5
秒
以
内
で
行
う
こ
と

が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
上
）。ま
た
、「
腰
痛
予
防
対
策
指

針
」
に
つ
い
て
、「
ル
ー
ル
は
あ
る

が
浸
透
し
て
い
な
い
」「
ル
ー
ル
で

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ほ
ぼ
ほ
ぼ

知
ら
な
い
」と
、労
働
者
を
守
る
ケ

ア
が
対
象
者
に
と
っ
て
い
い
ケ
ア

で
あ
る
と
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

本
集
会
で
は
、
さ
ら
に
奥
深
く

学
び
交
流
が
出
来
る
よ
う
に
、
ノ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
分
科
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

運
動
の
到
達
点
と

２
０
２
０
年
の
課
題

基
調
報
告
で
は
、
介
護
対
策
委

員
会
事
務
局
長
で
あ
る
寺
田
雄
中

央
執
行
委
員
か
ら
「
私
た
ち
介
護

労
働
者
自
身
が
『
利
用
者
本
位
の

制
度
』
と
『
働
き

続
け
ら
れ
る
賃
金

・
労
働
条
件
』
を

実
現
す
る
主
体
的

な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
学
習
を
通

し
て
、
要
求
実
現

の
必
要
性
と
重
要

性
を
学
び
活
か
そ

う
」
「
日
本
医
労
連
の
運
動
に
結

集
し
て
全
国
で
運
動
を
起
こ
そ

う
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
分
野
の
運
動
の
到
達
点
と

し
て
、2
0
1
9
年
に
お
け
る「
介

護
を
良
く
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
月

間
」
に
つ
い
て
は
、
の
べ
37
組
織

2
2
7
6
人
が
行
動
に
参
加
し
、

介
護
の
現
場
で
働
く
仲
間
が
全
国

各
地
で
運
動
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
。
介
護
の
運
動
が
、
世

論
を
喚
起
す
る
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。

社
会
保
障
や
介
護
を
め
ぐ
る
状

況
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
の
重

点
課
題
や
行
動
提
起
に
つ
い
て
、

職
場
・
地
域
・
国
に
対
し
て
一
体

的
に
取
り
組
み
を
す
す
め
、
更
な

る
運
動
の
強
化
を
し
よ
う
と
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

人
手
不
足
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

特
別
講
演
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
夜
勤
業
務
の
現
状
に
つ
い

て
、
元
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
管
理
者

で
元
労
災
裁
判
原
告
の
小
林
ア
ユ

ミ
氏
か
ら
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

講
演
の
冒
頭
、
小
林
さ
ん
は
「
私

の
よ
う
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
さ

ん
は
、
拒
み
切
れ
ず
に
職
場
の
管

理
者
に
な
っ
た
た
め
に
、
体
と
心

を
壊
し
て
し
ま
っ
た
過
去
を
赤
裸

々
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

休
憩
も
取
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
一
人
夜
勤
や
、
人
が
足
り
な

く
て
も
開
設
で
き
て
し
ま
う
現
状

な
ど
、
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば
働

く
も
の
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
う

実
態
を
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
訴

え
、
私
た
ち
に
「
変
え
る
た
め
に

声
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
の
講
演
は
、月
刊「
医

療
労
働
」
2
月
号
に
特
別
寄
稿
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
報
告
は
3
つ
の
加
盟
組
織

か
ら
頂
き
、
宮
城
県
医
労
連
か
ら

は
、
新
潟
県
医
労
連
と
交
流
を
進

め
、
そ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

介
護
対
策
委
員
会
結
成
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
愛
知
県
医
労
連
か

ら
は
、
全
労
連
総
が
か
り
行
動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
愛

知
県
内
の
地
域
ケ
ア
ユ
ニ
オ
ン
結

成
に
つ
い
て
、
長
野
県
医
労
連
か

ら
は
、
こ
の
間
の
特
養
あ
ず
み
の

里
裁
判
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
支

援
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
「
ケ
ア
マ
ネ
分

散
会
」
を
新
設
し
、
待
機
手
当
の

改
善
や
自
己
負
担
の
自
転
車
購
入

の
実
態
な
ど
「
ケ
ア
マ
ネ
に
は
ケ

ア
マ
ネ
の
要
求
が
あ
る
」
と
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
感
想

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
に
つ

い
て
「
介
助
方
法
を
見
直
す
い
い

機
会
に
な
っ
た
」
特
別
講
演
・
指

定
報
告
に
つ
い
て
「
他
人
事
で
は

な
い
、
い
つ
自
分
た
ち
に
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
」
「
今
後
の
介
護

の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
、

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

処遇改善・まもろう介護の未来

介
護
要
求
実
現
！

２０２０

い
か
そ
う

い
か
そ
う

学
び
学
び

特別講演
小林アユミ氏
特別講演
小林アユミ氏

全
国
学
習
交
流
集
会

基調報告
寺田雄中執
基調報告
寺田雄中執

指定報告
長野県医労連
指定報告
長野県医労連

記念講演記念講演

介
護
は
も
っ
と
働
き
甲
斐
を
実
感
で
き
る
仕
事

〜
介
護
は
き
つ
い
重
労
働
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
〜

一
般
社
団
法
人
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
下
元
佳
子
氏

ノーリフティングケアノーリフティングケア

新設したケアマネ分散会新設したケアマネ分散会
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2020年2月16日～17日、第14回憲法・平和学習交流集会
を開催しました。1日目は医療労働会館において、30人
が参加し、学習講演とグループ討論を行いました。横田基地近くの拝島第二小学校。校舎の窓は、防音二

重ガラスで、真上を轟音の飛行機が通過していきます。

森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
徴
用
工
、

韓
国
へ
の
植
民
地
支
配
の
実
態
を

学
ぶ
」
と
題
し
て
明
治
大
学
の
山

田
朗
教
授
が
学
習
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

誤
っ
た
歴
史
認
識
は
、

対
話
と
相
互
理
解
で

山
田
教
授
は
冒
頭
に
、
歴
史
認

識
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
ズ
レ
）
は
な
ぜ

生
ま
れ
る
の
か
と
問
題
提
起
し
た

上
で
、
広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
の

事
実
を
事
例
に
あ
げ
、
日
本
側
か

ら
見
れ
ば
、
「
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場
に

な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
見
れ

ば
、
「
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
し

た
」
と
な
る
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
見
れ
ば
「
多
く
の
人
々
（
我
々
）

を
開
放
し
た
」
と
な
る
。
歴
史
的

事
実
は
同
じ
で
も
、
ど
う
い
う
立

場
に
た
っ
て
見
る
か
で
異
な
る
歴

史
認
識
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ

の
よ
う
に
、
違
う
か
ら
こ
そ
対
話

し
て
お
互
い
に
確
か
め
合
う
こ
と

が
大
切
。
相
互
理
解
が
必
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、徴
用
工
問
題
に
つ
い
て
、

朝
鮮
人
労
働
者
に
と
っ
て
の
徴
用

は
、
あ
ら
ゆ
る
義
務
を
負
わ
さ
れ

な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
自
由
も
奪
わ

れ
る
と
い
う
強
い
拘
束
性
を
持
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
最
初
は

個
人
の
意
思
で
日
本
に
来
た
と
思

っ
て
い
た
人
も
、
騙
さ
れ
て
日
本

に
「
強
制
連
行
」
さ
れ
た
と
意
識

す
る
人
も
出
て
、
戦
後
「
強
制
連

行
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
い

っ
た
。
そ
の
一
方
で
日
本
は
戦
争

中
の
苦
難
は
国
民
の
義
務
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
歴
史

認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
起
こ
っ
て
い

る
。
日
本
の
報
道
の
在
り
方
も
3

〜
4
年
前
か
ら
徴
用
工
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
韓
国
側
と
の
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、過
去
を
知
る
こ
と
は
、

現
代
・
未
来
を
構
築
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間

違
い
を
確
認
し
合
う
た
め
に
共
通

の
土
台
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

滑
走
路
の
延
長
線
上
に
あ
る

小
学
校
を
見
学

2
日
目
は
、
横
田
基
地
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
30
人
で
し
た
。
ガ
イ
ド
を

東
京
平
和
委
員
会
事
務
局
長
の
岸

本
正
人
さ
ん
に
お
願
い
し
、
バ
ス

内
で
の
事
前
学
習
を
行
い
な
が

ら
、
横
田
基
地
へ

と
向
か
い
ま
し

た
。
ま
ず
基
地
の

南
側
に
あ
る
拝
島

第
二
小
学
校
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。

防
音
の
た
め
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
は

す
べ
て
2
重
に
な
っ
て
お
り
、
冷

暖
房
完
備
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

視
察
中
、
小
学
校
の
真
上
を
1
機

の
自
衛
隊
機
が
低
空
飛
行
で
基
地

に
向
か
っ
て
飛
来
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
横
田
基
地
か
ら
3
㎞
あ

た
り
に
は
住
宅
が
密
集
し
32
の
学

校
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
国
内
で
も
事
故
が
相
次
い
で

い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
5
機
配
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
思
う
と
、

日
々
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
態

が
そ
こ
に
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
サ
ウ
ス

ゲ
ー
ト
か
ら
基
地
を

見
学
し
ま
し
た
。
在

日
米
軍
司
令
部
と
し

て
の
横
田
基
地
は
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
14
個
分
。
す
べ
て

が
国
有
地
で
航
空
自
衛
隊
航
空
総

隊
と
の
共
同
使
用
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
北
側
か
ら
は
オ
ス
プ
レ
イ

4
機
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
1
機
は
故
障
中
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
2
0
2
4
年
頃

迄
に
は
10
機
体
制
に
な
る
予
定
と

の
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
防
音
問
題
と
は
別
に
、

環
境
被
害
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
と
岸
本
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

米
軍
が
使
用
し
て
い
る
泡
消
火
剤

の
大
量
漏
れ
事
故
が
相
次
ぎ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
地
下
水
が
汚
染
さ

れ
、
東
京
で
も
米
国
の
基
準
値
の

19
倍
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
検

出
。
三
多
摩
の
浄
水
場
で
地
下
水

の
取
水
を
昨
年
6
月
か
ら
止
め
て

お
り
、
都
民
の
飲
み
水
の
汚
染
が

心
配
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

学
び
・
考
え
・
行
動
し
よ
う

最
後
に
高
橋
勝
行
中
央
副
執
行

委
員
長
よ
り
ま
と
め
の
挨
拶
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
百
閒

は
一
考
に
如
か
ず
、
百
考
は
一
行

に
如
か
ず
、
百
行
は
一
果
に
如
か

ず
と
い
う
諺
を
用
い
て
、
聞
く
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
見
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
、
見
る
だ
け
で
な

く
考
え
な
い
と
意
味
が
な
い
、
考

え
る
だ
け
で
な
く
行
動
す
る
べ
き

で
、
行
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
成

果
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

職
場
に
戻
っ
て
結
果
を
出
し
て
い

こ
う
と
訴
え
て
2
日
間
の
学
習
交

流
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

勤
務
医
で
つ
く
る
医
師
ユ

ニ
オ
ン
な
ど
が
2
月
6
日
、

「
無
給
医
」
の
実
態
調
査
報

告
書
を
発
表
し
た
。
3
割
弱

が
完
全
な
無
給
で
、
回
答
者

の
9
割
以
上
が
ア
ル
バ
イ
ト

を
行
っ
て
お
り
、
厳
し
い
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
放
射
線

の
仕
事
に
従
事
す
る
無
給
医

の
4
割
以
上
が
「
全
く
管
理

さ
れ
て
い
な
い
」
と
回
答
。

被
ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
の

恐
れ
も
指
摘
さ
れ
た
。

30
代
の
既
婚
者
が
多
数

調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
昨
年
9
〜

11
月
に
実
施
。
有
効
回
答
は

41
人
だ
っ
た
。
医
師
ユ
ニ
オ

ン
は
「
サ
ン
プ
ル
は
少
な
い

も
の
の
、
象
徴
的
な
結
果
が

出
て
い
る
と
思
う
」と
い
う
。

当
初
は
若
い
独
身
者
が
多
い

と
予
想
し
て
い
た
が
、
「
実

際
に
は
多
く
が
30
歳
代
の
既

婚
者
。家
庭
を
持
ち
な
が
ら
、

安
定
し
た
収
入
が
な
い
生
活

は
相
当
厳
し
い
だ
ろ
う
」
と

話
し
て
い
る
。

無
給
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
「
給
与
な
し
」
が
26
・

8
％
。
そ
の
他
、「
援
助
金
の

み
」
「
フ
ル
タ
イ
ム
な
の
に

月
10
時
間
分
だ
け
」
「
最
賃

以
下
」
な
ど
、
ま
と
も
に
支

払
わ
れ
て
い
な
い
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。

無
給
医
の
う
ち
大
学
所
属

医
師
と
歯
科
医
師
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
93
・
1
％
が
ア
ル
バ
イ

ト
を
行
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん

ど
が
当
直
と
外
来
で
、
当
直

を
週
2
回
（
月
8
回
）
と
答

え
た
医
師
が
35
・
3
％
い
た
。

被
ば
く
量
測
定
せ
ず

放
射
線
の
仕
事
に
は
、
41

人
中
28
人
が
従
事
し
て
い
る

と
回
答
（
う
ち
女
性
医
師
4

人
）
。
無
給
医
の
た
め
、
被

ば
く
量
を
測
る
フ
ィ
ル
ム
バ

ッ
チ
を
も
ら
え
な
い
な
ど
、

「
全
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い
」

が
42
・
9
％
。
「
管
理
さ
れ

て
い
る
が
不
十
分
」
も
28
・

6
％
に
上
っ
た
。

医
師
ユ
ニ
オ
ン
は
「
放
射

線
被
ば
く

が
常
態
化

し
て
い
る

こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。
無

給
医
は
人

間
と
し
て

扱
わ
れ
て

い
な
い
。

監
督
官
庁

は
徹
底
的

な
調
査
を

行
い
、
厳
格
な
対
応
を
取
る

べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

労
基
署
へ
の
期
待
大

無
給
医
問
題
の
解
決
に
何

が
必
要
か
も
尋
ね
た
（
複
数

回
答
）
。
ト
ッ
プ
は
「
労
基

署
が
大
学
に
入
る
」
で
、
73

・
2
％
だ
っ
た
。
2
位
は「
国

が
無
給
医
を
な
く
す
政
策
を

実
施
」
46
・
3
％
。
「
大
学

の
自
主
的
な
取
り
組
み
」
は

わ
ず
か
4
・
9
％
。
内
部
か

ら
の
改
革
に
は
期
待
し
て
い

な
い
。

（
「
連
合
通
信
」
）

５市町にまたがる横田基地（総
面積７，１３６㎢）福生市ＨＰより

日
本
医
労
連
女
性
協
は
「
母
性

保
護
と
両
立
支
援
」
に
つ
い
て
厚

労
省
に
要
請
し
ま
し
た
。
医
労
連

か
ら
は
、森
田
中
央
執
行
委
員
長
、

上
垣
女
性
議
長
を
は
じ
め
、
全
国

の
女
性
委
員
14
人
が
参
加
し
、
厚

労
省
側
は
、
医
政
局
な
ど
5
局
か

ら
10
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

最
初
に
厚
労
省
よ
り
、
要
請
書

に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

●
長
時
間
過
密
労
働
に
つ
い
て
、

「
働
き
方
関
連
法
で
、
罰
則
付
き

の
上
限
を
設
定
し
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
を
努
力
義
務

と
し
た
。
導
入
は
全
産
業
で
3
・

7
％
の
み
。
導
入
促
す
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
を
作
成
中
」と
し
ま
し
た
。

●
母
性
保
護
措
置
関
連
に
つ
い

て
、
29
年
度
の
実
態
調
査
で
「
不

妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
難
し
い
」

87
％
、
「
退
職
」
16
％
の
結
果
を

ふ
ま
え
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
。

活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
医
療
従
事
者
確
保
関
連
で
は
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

を
、
昨
年
よ
り
1
6
0
億
円
増
額

し
1
1
9
4
億
円
に
な
っ
た
こ
と

を
強
調
し
、
引
き
続
き
予
算
確
保

に
つ
と
め
る
と
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
職
場
・
地
域
の

実
態
を
訴
え
、
川
上
女
性
協
事
務

局
長
よ
り
、
長
時
間
過
密
労
働
の

な
か
で
、
医
療
従
事
者
が
患
者
に

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
整
備
を
強
く
お
願

い
し
、
要
請
を
終
え
ま
し
た
。

もっとみんなに知ってほしいもっっととみみんんななにに知っっててほほししいい

厚労省厚労省

働
き
つ
づ
け
ら
れ
る

環
境
整
備
を
要
請

女性協

住
宅
密
集
地
に
軍
事
基
地

住
宅
密
集
地
に
軍
事
基
地

横田基地
見 学
横田基地
見 学

第１４回憲法・平和学習交流集会第１４回憲法・平和学習交流集会

危
険
危
険
と
隣
あ
わ
せ

と
隣
あ
わ
せ

歴史と現実学んだ

「給与全く無し」が３割弱
ずさんな放射線被ばく管理も

医師ユニオンの無給医調査
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今
年
5
月
、
沖
縄
県
浦
添
市
で
開
催
す
る

第
47
回
医
療
研
究
全
国
集
会
。
そ
の
ポ
ス
タ

ー
、
リ
ー
フ
が
完
成
し
、
各
加
盟
組
織
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
1
日
目
は
全
体
会
。
記
念

講
演
「
沖
縄
か
ら
伝
え
た
い
。
米
軍
基
地
の

話
。
〜
他
国
地
位
協
定
調
査
に
つ
い
て
〜
」

は
、
沖
縄
県
庁
の
方
に
お
話
し
を
お
願
し
ま

し
た
。
特
別
報
告
は
、
琉
球
大
学
の
上
間
陽

子
教
授
の
「
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
問

題
、
人
権
と
平
和
」
で
す
。

2
日
目
は
18
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
科
会

（
動
く
分
科
会
含
む
）
で
す
。
日
頃
の
実
践

や
調
査
、
研
究
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
ち
よ

っ
て
学
び
合
い
、
大
い
に
交
流
し
ま
し
ょ

う
。レ

ポ
ー
ト
の
応
募
締
め
切
り
は
5
月
6
日

（
必
着
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
募

集
要
項
、
レ
ポ
ー
ト
の
ひ
な
型
、
各
分
科
会

の
問
題
提
起
な
ど
は
、
日
本
医
労
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
第
47
回
医
療
研
究
全
国
集
会
」

特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
沖
縄
戦
か
ら
今
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
動
く
分
科
会
2
コ
ー

ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
も
先
着
40
名
ま
で
で
、
別

途
参
加
費
が
か
か
り
ま
す
。
●
南

風
原
コ
ー
ス
（
県
庁
前
↓
嘉
数
高

台
↓
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
↓
平

和
の
礎
↓
昼
食
↓
ひ
め
ゆ
り
の
塔

↓
魂
魄
の
塔
↓
那
覇
空
港
）
●
糸

数
壕
コ
ー
ス
（
県
庁
前
↓
嘉
数
高

台
↓
糸
数
・
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
↓
平

和
の
礎
↓
昼
食
↓
ひ
め
ゆ
り
の
塔

↓
魂
魄
の
塔
↓
那
覇
空
港
） 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
が
社
会

問
題
化
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
は
目
に

見
え
な
い
う
え
に
新
型
と
な
る
と
感
染

力
、
感
染
経
路
、
毒
性
な
ど
未
知
な
る

物
に
対
す
る
恐
怖
心
が
加
わ
り
ま
す
。

私
た
ち
医
療
・
介
護
労
働
者
は
、
病

気
の
最
前
線
で
治
療
や
ケ
ア
に
係
わ
っ

て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
の
現
場
で
勤

務
す
れ
ば
感
染
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
勤
務
す
る
の
は
知
識

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
自

信
に
な
り
力
と
な
り
ま
す
。

見
え
な
い
、
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
え

ば
沖
縄
の
問
題
も
そ
う
で
す
。例
え
ば
、

「
辺
野
古
の
座
り
込
み
に
来
る
と
お
金

が
も
ら
え
る
」「
機
動
隊
を
怒
鳴
り
つ
け

て
い
る
」「
住
民
は
反
対
運
動
し
て
い
な

い
」「
基
地
が
あ
る
か
ら
生
活
で
き
る
」

な
ど
数
々
の
デ
マ
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄

に
来
て
現
状
を
知
れ
ば
こ
れ
ら
が
デ
マ

で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

知
識
が
あ
れ
ば
「
そ
れ
は
違
う
よ
。
事

実
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
自
信
を
持
っ
て
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
う
私
も
10
年
ほ
ど
前
知
人
か
ら
「
基

地
の
周
り
の
危
険
な
場
所
に
住
ん
で
お

金
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
デ
マ
を

耳
に
し
ま
し
た
。
航
空
写
真
だ
け
み
れ

ば
そ
う
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
写
真
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
沖
縄
の
現
状
を
知

れ
ば
「
本
当
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
。
強

制
接
収
で
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
人

達
が
い
る
よ
。
故
郷
の
近
く
に
住
み
た

い
人
が
い
る
よ
。
貧
し
く
て
そ
こ
に
し

か
住
め
な
い
人
が
い
る
よ
」
と
言
う
事

が
で
き
ま
す
。
沖
縄
の
問
題
を
知
ら
な

い
方
に
こ
そ
沖
縄
に
来
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
沖
縄
の
現
状
を

是
非
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
時

に
、
任
意
保
険
の
加
入
は

不
可
欠
で
す
。

医
労
連
共
済
の
取
り
扱

う
自
動
車
共
済
は
、
全
国

展
開
す
る
自
動
車
共
済
協

同
組
合
と
団
体
契
約
し
、

安
い
掛
金
で
充
実
し
た
保

障
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
見
積
も
り
依
頼

見
積
も
り
を
し
た
方
の

半
数
は
、
新
規
加
入
や
乗

換
で
自
動
車
共
済
を
選
ん

で
い
ま
す
。

見
積
も
り
は
、
①
見
積

り
依
頼
書
（
自
動
車
共
済

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
Ｐ
21
）、②

車
検
証
の
写
し
、
③
現
在

加
入
の
保
険
証
券
の
写
し

お
よ
び
満
期
通
知
書
（
他

の
保
険
か
ら
切
り
替
え
ま

た
は
複
数
所
有
新
規
7
等

級
の
場
合
）
を
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
3
―
3
8
7
6
―
8
2

6
に
送
る
だ
け
で
す
。

見
積
も
り
さ
れ
た
方
に

は
記
念
品
も
贈
呈
。
ま
ず

は
労
働
組
合
か
ら
自
動
車

共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

家
族
の
自
動
車
も

加
入
Ｏ
Ｋ

組
合
員
ま
た
は
そ
の
同

居
の
親
族
（
組
合
員
の
別

居
の
扶
養
親
族
も
Ｏ
Ｋ
）

が
使
用
・
所
有
す
る
自
家

用
車
が
対
象
で
す
。
人
身

傷
害
の
ほ
か
に
も
、
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
や
弁
護
士
費

用
特
約
、
車
両
共
済
な
ど

も
あ
り
、
団
体
割
引
の
適

用
も
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
0
1
2
0

―
1
6
0
6
2
5

労
働
基
準
法
が
改
定
さ

れ
、
昨
年
4
月
か
ら
労
働
時

間
上
限
規
制
も
始
ま
り
ま
し

た
。「
働
き
方
改
革
」が
叫
ば

れ
て
1
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
各
職
場
で
改
善
は

進
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。

日
本
医
労
連
は
長
時
間
労

働
の
是
正
・
不
払
い
残
業
の

根
絶
を
目
的
に
「
全
国
一
斉

退
勤
時
間
調
査
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
始
業
時

間
前
も
就
業
時
間
後
ど
ち
ら

の
残
業
も
減
ら
な
い
ど
こ
ろ

か
増
加
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
日
常
的
に
労
働
時
間
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
結

果
と
も
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
医
療
・
介

護
現
場
で
は
、
長
時
間
労
働

や
不
払
い
残
業
が
蔓
延
し
て

い
る
実
態
は
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
働
き
続
け
ら
れ
る

労
働
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
是
正
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

増
加
す
る
時
間
外

労
働

調
査
は
平
日
の
夕
方
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
前
な
ど
で
退
勤

す
る
職
員
に
主
に
は
聞
き
取

り
で
行
い
、
17
都
道
府
県
74

施
設
1
万
1
3
0
7
人
か
ら

集
約
し
ま
し
た
。

回
答
結
果
で
は
、
調
査
を

行
っ
た
日
に
時
間
外
労
働
を

し
た
人
は
8
5
5
1
人
で
全

体
の
75
・
6
％
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
4
8
5
4
人

（
56
・
8
％
）
が
始
業
時
間

前
か
ら
仕
事
し
、
終
業
時
間

を
こ
え
て
も
仕
事
が
終
わ
ら

な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
し
て
、
始
業
時
間
前
に

働
い
た
人
は
、
24
歳
以
下
で

68
・
3
％
と
昨
年
70
・
9
％

か
ら
減
少
し
た
の
に
対
し
、

50
歳
代
以
上
で
は
昨
年
61
・

7
％
か
ら
63
・
2
％
に
増
加

し
て
い
ま
す
。職
種
別
で
は
、

「
医
師
」
で
昨
年
54
・
5
％

に
対
し
59
・
4
％
、「
リ
ハ
」

で
昨
年
56
・
9
に
対
し
60
・

8
％
な
ど
そ
の
他
の
職
種
で

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
、

昨
年
と
比
較
す
る
と
著
し
く

増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
今
日
は
終
業
時

間
後
、
ど
れ
く
ら
い
残
業
し

ま
し
た
か
？
」
と
い
う
問
い

に
は
、
全
体
の
60
・
7
％
の

人
が
終
業
時
間
後
に
業
務
し

た
と
回
答
し
、
看
護
師
66
・

2
％
で
ほ
ぼ
7
割
、「
医
師
」

76
・
2
％
と
「
リ
ハ
」
78
・

4
％
は
8
割
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
特
に
「
リ
ハ
」
は
昨

年
69
・
2
％
か
ら
約
8
割
に

近
づ
き
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
忖
度
」
さ
れ
る

時
間
外
労
働

時
間
外
労
働
が
蔓
延
す
る

一
方
で
、
時
間
外
労
働
が
請

求
し
づ
ら
く
、
不
払
い
に
な

っ
て
い
る
傾
向
は
若
年
層
に

強
く
見
ら
れ
、
昨
年
よ
り
若

干
改
善
し
た
も
の
の
依
然
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
。
若
年

層
に
多
い
要
因
と
し
て
は
、

「
自
己
の
力
量
不
足
」
を
理

由
と
し
て
、
残
業
代
を
請
求

し
て
い
な
い
と
い
う
回
答
が

目
立
っ
た
ほ
か
、
「
師
長
が

残
れ
と
言
っ
た
人
し
か
認
め

な
い
と
言
わ
れ
た
」
「
勉
強

会
が
多
く
、
残
業
に
な
ら
な

い
時
間
が
多
い
」
「
忖
度
」

と
い
っ
た
回
答
な
ど
、
経
験

の
少
な
さ
な
ど
か
ら
恐
怖
に

近
い
不
安
感
を
強
く
も
っ
て

い
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。
使
用
者
の
労
働
時
間
管

理
の
責
任
が
問
わ
れ
る
一
方

で
、
労
働
者
自
ら
「
時
間
外

ま
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
自
分
の
能
力
が
低
い

か
ら
」
と
請
求
を
自
粛
す
る

傾
向
や
、
「
残
業
代
の
不
払

い
が
法
律
違
反
で
あ
る
」
こ

と
を
「
知
ら
な
い
」
が
1
割

を
超
え
て
い
る
事
実
を
重
大

視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。長

時
間
労
働
を
是

正
し
、
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
へ

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向

け
た
取
り
組
み
は
道
半
ば
で

あ
り
、
根
絶
に
向
け
た
有
効

な
手
立
て
も
打
た
れ
て
い
ま

せ
ん
。
長
時
間
・
過
密
労
働

の
背
景
に
は
絶
対
的
な
人
手

不
足
が
あ
り
、
大
幅
増
員
と

処
遇
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
時

間
管
理
の
徹
底
を
求
め
る
要

求
闘
争
の
強
化
が
必
要
で

す
。
加
え
て
、
政
府
・
厚
労

省
に
よ
る
使
用
者
へ
の
指
導

強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。

五
十
嵐

建
一

ぜひ沖縄に来て
沖縄の現状を
知って下さい。
現地実行委員長 穴井 輝明さん

退勤時間調査から見えてきたもの

自動車共済をご利用ください

動
く
分
科
会

沖
縄
戦
か
ら

今
を
考
え
る


